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伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館情報  Ｎｏ．２１５ 

 令和７年（２０２５）１月 今日は資料館へちょっとタチヨリ！  

明けましておめでとうございます。本年も伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館をよろしくお願いいたします。 

さて、本号では１月から開催する埋蔵文化財パネル展「伊勢崎市の埴輪編」と、２月から開催する収蔵資

料展「ガラスの箱のおひなさま」の情報をお知らせします。 

伊勢崎市赤堀歴史民俗資料館 

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）・年末年始（12 月 28（土）～１月４日（土）） 

開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時 30 分）  群馬県伊勢崎市西久保町二丁目 98   

電話 0270-63-0030 FAX0270-63-0087 Ｅmail：siryokan@city.isesaki.lg.jp  入館無料 

 

埋蔵文化財パネル展｢伊勢崎市の埴輪編｣ 

収蔵資料展｢ガラスの箱のおひなさま｣ 

伊勢崎市では 1,500 基以上の古墳が確認さ

れており、埴輪も多数出土しています。造形的に

優れたものも多く、伊勢崎市に由来する埴輪の

うち 8 件が国の重要文化財に指定されていま

す。 

埋蔵文化財パネル展では、伊勢崎市出土の埴

輪をテーマに、赤堀茶臼山古墳、石山南古墳群、

権現山周辺の古墳、剛志天神山古墳を取り上げ

ます。 

現代では、母方の祖父母が孫の初節句のお祝

いに内裏雛を贈ることが多い雛人形ですが、昭

和中頃までは嫁入り道具として祖父母が嫁いだ

娘に御殿飾りや内裏雛を贈り、初節句を迎えた

子どもたちには、親類や知人からガラスケース

に入った舞踊人形や浮世人形と呼ばれる雛人形

が贈られ、可愛らしい舞踊人形・浮世人形が華や

かに飾られました。 

本展示では、舞踊人形や浮世人形と呼ばれた

昭和期の「ガラスの箱のおひなさま」に焦点を当

て、周囲の人々とともに祝い、健やかな成長を願

った昭和のひな祭りをご紹介します。 

開催期間 

１月11 日    → ２月２日 土 日 

開催期間 

２月７日    → ３月16 日 金 日 

伊勢崎市図書館でのパネル展の様子 

昭和 28年 汐汲 

昭和 32年 八重垣姫 

昭和初期 胡蝶の舞 


